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8/31 水 
 

台風が近づいているため風があり、少し涼しさを感じます。
●赤旗のお勧め、河合町の馬場議員と党員の人と一緒に拡大で訪問しましたが、年金暮らしやインターネットでニュース
を見ているとの事で拡大にはいたりませんでした。

　２軒が新築住宅でした。古い住宅の立替で固定資産税がかなり高くなったと言っていました。もう１軒はエコ住宅を考え
て３重の窓や、太陽光、給水タンクなどが設置されていて、太陽光では電気代が5,000円ほど支払いますが、後から還元
が10,000位い戻るとの事。給水タンクも雨水を貯めているので、庭の畑の水やりは全てこれでいけるそうです。
 内装も木をふんだんに使っていましたが、輸入住宅のため国産材でないのが残念でしたが、これからの住宅は耐震や
エコの考えが主流になってくるでしょう。　

●午後から王寺町小山議員と訪問。考えてみますという返事でしたが、拡大にはなりませんでした。小山議員の議会の質
問日程に、傍聴は誰でも行けますかと興味を示してくれました。

●新聞の集金。お盆までと言っていた方が引き続いて読んで頂ける事になりました。

・・・・・身寄りのない独居の方で、末期の方が在宅を希望されています。保証人がなくケアマネージャーが入院
時の保証人になっていますが,
生保のワーカーはそこまで見れないと言っているとの事。最後はどうするのか、根拠法は無いのかとの相談。
老人福祉法の第２章に福祉の措置がありますが、実際の現場では措置制度はほとんど使われてのでは無いかと思われ
ます。独居が増えていく時代。担当者の力量や判断に任せるのではなくシステムとして作ることが必要だと感じました。 、

8/30 火 
 

●９時３０分から。猿沢荘で食肉センターの検討会議があるため、今回も傍聴に行ってきました。前回門前払いで、今回も
どうかと思いましたが、今回は最後まで傍聴できました。

　と畜、とマーケットを離して考えることが提起され、まず、と畜機能は必要か、代替があるのか、公的保障はどの程度な
ら理解が得られるのかと問題提起がされ、委員の先生方が意見を出し合いました。
　私の予想では県が提起したことに少し質問が出て、あまり活発な議論にならないかと思っていましたが、それぞれの先
生が専門的な立場から意見を出され、とても勉強になったと言うのが率直な感想です。

　他府県の状況についても資料が出されました。現在46都道府県にと畜機能が存在しています。運営形態も県が関与し
ているもの、市が関与しているもの、指定管理、行政職員を派遣しているもの、などさまざまです。
　和歌山は、業者が自分のところの牛を持ってきてと畜する自家割り中心で廃止になりました。大阪市はと畜場の職員は
みな公務員です。西宮は大手業者４社によって運営され指定管理者になっています。

　かろうじて黒字は福岡、ＩＳＯを取得して中国に輸出しているそうです。
 指定管理になるものは採算が取れて儲かるものはなじむがはじめから赤字のものはなじまないのではないか。県の職
員を派遣したところで、どこまで指導管理できるか疑問。また公務員の民間への派遣問題も判例でも問題とされている。
　もっと関係者の意見をよく聞いて方向性を探る必要がある。
　赤字だからとよそに委託してもその分が、ほかで赤字になるだけ。広域レベルで検討が必要ではないか。ブランド化す
ればするほど高く売りたいので他県に出て行く。県の畜産振興をどうするかも課題。現在、年間3,000頭の牛をと畜してい
ますが、自家割り1,000頭。せりにかかるものが少なく、県内の消費のうち食肉センターを経由するのは２割程度です。

と畜は残して市場を廃止という考えも。赤字は必要最小限に抑える。ビジネスは、仕事としてやって行けなければ潰れ
る。
　今回は具体的な金額などないままに議論がされていましたが、次回からはもっと関係者の意見も聞いてどろどろした議
論を積み重ねることが、必要ではないか。２時間３０分終始熱心な議論でした。

●最低賃金調査
●赤旗の集金

茶そばを食べまし
た。冷たいめんつ
ゆにするボまを入
れて茶そばにか
らめて食べたら最
高です

8/29 月 
 

●運動不足でＪＲ奈良駅から歩いて県庁へ。知り合いの人が外国人観光客の通訳のボランティアガイドをしていて声をか
けてもらいました。
●経済労働委員会視察、奈良競輪、中央卸売市場を視察しました。
　奈良競輪は県議会でも赤字が出て議論になったところです。客層が高齢化していることや、売り上げが昨年比とすれば
やや上向きとのこと。来年からは女子競輪が始まるそうです。

　競輪場の観客席は15,000席ほどあるとのこと、年間５８日程度の利用です。
　コンサートなど若い人を集めたイベント会場にすることで、地域の活性化にならないかと思いました。
　現在、全国の競輪競技の券はインターネットなどで購入できるそうです。口座を作ってそこから引き落としたり、配当金
を配ったりする様です。議員からは券の買い方もわからないとの声も出ていました。

　中央卸売市場は県が作った市場としては全国初。奈良県農産物の５０％がここを通して流通されています。
　老朽化が進み、関連会社が入っている店舗に空き店舗が目立ち、今後のあり方が検討されているところです。
　放射能を測定する機械はないとのこと。必要ではないかと思いました。地方卸売市場にするとさまざまな規制が緩和さ
れて、もう少し緩やかな流通が可能になるとか。もう少し研究が必要です。

●北葛城郡ブロック会議

8/28 日 
 

●議会の準備
●赤旗のお勧め、日刊新聞が２部増えました。

●広陵町宣伝６箇所。
　民主党の代表者選びの総裁選挙、これほど国民の関心が薄れている事はないと感じます。国民との公約を裏切ってき
た民主党。原発も争点にならず。「真実を知ること、よく考えること、行動すること。」政治を変える確かな力だと思います。
久々の宣伝をしました。通り過ぎる車から手を振って声援を頂きました。
 ６箇所で宣伝。

　世界陸上、男子１００メートルのボルド選手が決勝戦でフライング、競技の参加停止です。どんな記録が生まれるかと期
待していたのでとても残念でした。何が起きるか分からないですね。

ページトップへ

８/27 土 
 
●コーラス　　　まほろば音楽祭までもうすぐ最後の仕上げです。

・・・・・先日相談があった方から、保健所に相談したところ、とても納得できる相談をして頂いた。
 家族の不安を支えることが精神疾患の場合は本当に大切です。

●赤旗新聞をお願いしました。考えてみると言うご返事を頂きました。
●桜井市議会報告会
　吉田ただお議員の議会報告会。会場の駐車場を探していたら迷路に入ってしまい、そこに居た方に道を聞いたら、一緒
に車に乗って教えて頂きました。事前によく確認をしておくことが大事です。
遅れてしまってご迷惑をお掛けしました。
　原発や県議会報告をしました。会場の方のご意見としては「子供の体が心配、松本ではヨウ素を１１万人分確保したと



聞いたが、奈良県ではどうなっているのか？」のご意見や以前アメリカに居たと言う方は「水の事が心配、日本の水質検
査は60項目位、アメリカは200項目位の検査している。核物質の検査などもしていない。マスコミやテレビがぐるになって
真実を伝えて居ない。自分はもう先が長くないが、これからの子供のことが心配」と言われていました。
 本当にその通りだと思います。

8/26 金  

●畠田駅前早朝宣伝、小山郁子議員、金田千代子前議員、支部の方がビラ配布に来てくれました。赤旗日刊紙の宣伝氏
を配布。久々の畠田駅でしたが、乗降客が減ったような気がします。

●学校給食調査、中学校教職実施率が奈良県は学校では７割ですが、生徒数では５７％。そのため現在実施している北
葛城郡の自治体に調査をお願いしました。

●県庁へ・・・・警察の方から議案の説明を受けました。被災地から転居してきた方が免許証を再交付する手数料を免除
するものです。震災の支援に関わって多くの問題があることを感じました。

乳幼児医療についての説明を受けました。小学校入学前までの年齢を中学卒業までに、また窓口無料化の要望が強く
出ています。

●建設業組合と始めて懇談させて頂きました。懇談の要望は以前からしていましたが、このたび実現したものです。
　組合員は大幅に減少。公共事業の発注が減ってきたことが大きな原因です。開口一番、共産党さんもコンクリートから
人へという考えですかと聞かれました。無駄な公共事業はやめろという立場ですが、生活密着型の公共事業は大いに進
めるべきというのが共産党の考えです。と説明しました。
　休耕地を耕して農業を始めているという事例を伺いました。荒地を耕すには建設業が向いている様です。しかし、出来
た農産物の価格が低く大変とのこと。また「公共事業の最低価格の公表については、全国で２県だけ。仕事がない上に
仕事をしても利益を生まないのでは、仕事をやるものが居なくなってしまう」と切実です。
 「仕事がもっと増える様にがんばります。」といってきました。組合でも共産党と話したのは初めてと言っていました。最近
始めての事ばっかりですと笑って答えましたが、昨年来、これまでお付き合いのなかった各団体との懇談が広がっていま
す。

8/25 木  

●議会の準備
●新聞の集金
●女性の会議

●　双葉町の岩本忠夫前町長さんがお亡くなりになったことが新聞で報じられていました。元々社会党の県会議員で原発
に反対されていた人でしたが、町長になってからは原発との共存を主張、最後に事故に会い、自ら放射能を浴びて今回
の事故で避難して、避難先で認知症になって亡くなったそうです。
娘さんのご主人が東電の社員だったそうです。電源３法交付金は、財政難の町に多大なる恩恵をもたらし、雇用を生み、
原発なしでは考えられない状況を生み出して来ました。議会には東電の労働組合の支援を受けた議員が送り込まれまし
た。
　双葉町はこれからどうなって行くのか。「全て国民は健康で文化的な最低限度の生活をいとなむ権利を有する」という憲
法を持っている国です。これが本当に実現されることを願います。心からご冥福をお祈りいたします。

ほうずきを中身を
抜いて吹いてみ
ましたがなりませ
ん。保育園の先
生に教えてもらう
といって持って帰
りました

8/24 水  

●教科書問題で教科書ネットの方が控え室にこられ県下の状況について伺いました。

●県議団会議　久しぶりに５人全員集合
 ９月県議会の打ち合わせ、９月は３名が本会議で質問することになります。代表質問が今井に一般質問は宮本議員・小
林議員となります。

●広陵町の生き生き暮らす会で原発問題について行う事になりました。10月30日１時30分から、広陵町グリーンパレスで
す。
●中南和地区常任会議

8/23 火 
 

バイキングの朝食。
　大和の物がいろいろ用意されていました。茶粥、奈良漬、こんにゃく、ざる豆腐、とろろ芋、にゅうめんなどなど、売店の
お土産も奈良県の特産品が並んでいました。

朝食をとってすぐに県庁に
●各派代表者会議
●議会運営委員会
●議会改革検討会議
●広域行政調査検討委員会。

　１日中、目いっぱいの会議でした。
 お願いしていた資料が届きました。奈良県と県下の市町村のこの１０年間（平成13年から23年）の職員数の推移です。
4,993人も減少。警察と教員はこの中には入っていません。

8/22 月  

特定検診を受診してきました
●日本共産党地方議員団学習合宿に参加
　原発問題で中央委員会の講師のお話を伺いました
一つ一つの疑問に答えながらの学習で、質疑応答時間２時間でも足りないくらいでした。
　私が印象に残ったのは、核兵器と原発の問題です。今の原発はもともと潜水艦の軍事利用の所から始まっていて、い
ったん事故が起きるとなすすべがない状態であり、原発からの撤退と自然エネルギーの導入。社会全体の生活スタイル
の変化の中で考えることが重要。

　しかし将来の社会において、もっと科学が進み、社会が発展し、核兵器が廃絶され軍事目的が、無くなって時には、原
子力の本当の平和利用という事が出来る様になるかも知れない。今の科学の水準で将来を規定してはならない。
　今の原子力の研究はアメリカが安全を確認していると言う前提の上にされている。そうではなく本当に０からの研究が
必要とのこと。

　平群のかんぽの宿でしたが、高齢者の利用が多いとの事で、スリッパを間違えないように付けておくクリップ。エレベー
ターの中でも座れる椅子など、いろいろ細かい配慮がされていました。

8/21 日  

●議会の準備

●高田の経済会館で開かれた映画会で「ひろしま」　を観ました。
　これは原爆が投下された広島の当時のことをそのまま再現した映画です。被爆した子供の日記が原作です。原爆の映
画は何度か観て来ましたが、一番迫ってくるものがありました。被爆体験をした子供たち、親をなくした子供たち、あの惨
状の中でも家族や友人を思うヒューマニズム。

　敵味方を超えた、人間としていかに核兵器が愚かなものであるのかのメッセージが伝わります。
当時の日教組の先生たちが50円ずつカンパを出し合って制作費を生み出し、８万人の市民のエキストラの出演。こんな
映画は二度と作れないと思います。
　フィルムは２本しか残っておらず、58年前のもので老朽化し、画像も声も不鮮明な部分が多いのが残念です。映画終了
後、この映画を製作した助監督小林大平氏の息子さんで現在映画監督をされている小林一平さんの舞台挨拶もありまし
た。

　今これを、鮮明な画像に蘇らせて、英訳し世界に上映する取り組みがスタートしているとの事です。小林さんの中学校
の後輩が、吉永小百合さんで吉永さんからも自筆のメッセージが寄せられました。
　何が大切かを見失っている時代に真の人間の絆を作り上げることが、世界を変えていく原動力になると思います。多く
の人に見てい頂きたい映画でした。

・・・・・国保料金滞納問題
ページトップへ



8/20 土 
 

・・・・・うつ病で,死にたいと言っているご家族のことで相談がありました。今掛かっている医療機関に対して、薬
を出すだけとあまり信頼していない様子。保健所の精神衛生相談員の方に相談する事をお勧めしました。

　精神医療はこれほどの国民病になっているにも関わらず、医療体制があまりにもお粗末です。ゆっくりカウンセリングを
しながら治療をすることが必要ですが、この分野も医師不足です。320万人の精神疾患、40人に一人が、精神科を受診
し、生涯を通じて5人に一人が精神疾患に掛かるとされていて、うつ病や統合失調症などの精神疾患を持つ人への支援
体制を盛り込んだ基本法の制定を求める100万人署名が始まっています。

訪問１件。

●大淀町の岡向議員のお母さんがお亡くなりになり、葬儀に参列させていただきました。いつもと変わらぬ生活をされてい
て急にお亡くなりになったそうです。享年９０歳。心からご冥福をお祈りいたします。

●県委員会で、全県大運動交流集会が開かれ参加しました。
　各地の取り組みが報告されいろいろなドラマが生まれています。太田議員が今日、中南和地区委員会で宿題お助け講
座に取り組んでいることを紹介。木工、絵画、習字、作文と小中学生対象に取り組み22名が参加。それぞれの得手を生
かしたユニークな取り組みです。
国民の苦難あるところに日本共産党あり。宿題はどこでも頭の痛い問題です。

●自治会の夏祭り。雨が心配でしたが、小雨で暑くなく、予定道理行われました。３人の孫と一緒に参加。よその子が、知
らない間に大きくなっているのにお驚きです。大シャボン玉、だるま落とし、サッカーの点数ゴール、ビンゴ、子供たちはお
菓子をもらって大喜びでした。きょうちゃんは始めてのお祭りでビュー。シャボン玉を手で触ろうとしてすぐに潰れると、手
をぱちぱちたたいて喜んでいました。

 町内のおまつり

8/19 金 
 

少し暑さがましになってきました。
・・・・・医療問題、初めての検査で不安を持っておられます。医師によろしく伝えてほしいとのこと。よく知ってい

る先生でしたので連絡しておきました。患者さんの心理はこんなことで安心に繋がります。

●地区計画について、広陵町の八尾議員と地元の住民の方が、都市計画課と具体的な内容を懇談させて頂きました。基
本的には、町が決定することで、県の関わりは他の自治体を跨る場合や、県の都市計画との整合性をチェック。その問
題がなければ町が決める事であることを確認。現在、馬見北５丁目自治会の地区計画問題が協議中となっています。

●関西広域連合議会が徳島県議会で開かれ、ネットの同時配信を見ました。画像や音が悪いため聞き取りにくい点があ
りましたが,、各知事がそれぞれの分野の説明を行った後から、議員の質問が行われていました。
　奈良県の加入の働きかけをどうするのか問う質問も複数の議員から出ていました。また７つの分野で広域行政を進め
ると決めた後から、そこに入らない分野、例えば原発の協定問題など次々と決められていくことに対し、枠組みをきちんと
行う必要性などを問う質問が出ていました。

　広域連合が出来る以前の近畿圏整備構想をなぞるだけでは広域連合の意味がないというきびしい質問も出ていまし
た。成長する広域連合という言葉が度々出ていましたが、裏を返すとあいまいだと言うことになるのかなと思いました。関
西として海外からの観光客を1,000人目標にすることや。25年には関西広域連合で全国の経済の25％を目標に置く等が
ありました。
　これから人口減少社会に向かう時にまたまた同じ誤りを繰り返すのではないかと心配になりました。

・・・・・現在入院中、個室になったら病院側より誰かついてほしいと付き添いを求められ、家の近くの家族がい
きやすい病院の転院について相談がありました。紹介状を書いてもらい一度相談に行くことを勧めました。

8/18 木 
 
帰りに母のお仏壇をお参りしてきました。

8/17 水 
 

　以前から行ってみたかった黒川温泉。小さな山間の温泉が温泉旅館が一緒になって町おこし。露天風呂ブームのとき
に、２５軒のやどのうち２軒だけ露天風呂の作れない宿があり、それなら温泉全体をひとつの旅館に見立てて温泉手形を
持って行けば自由に他の旅館のお風呂にも入れる。道路は温泉宿の廊下という考え、外歩きの雪駄も全て統一。旅館
組合に環境委員会があって木を植えたり、アジサイを植えたり、みんなで知恵を出し合って今では家族連れに大人気で
す。キーワードはみんな仲が良かったと言っていました。

　若い人がやっているお店も結構ありました。親が旅館をして子供が戻ってきてお店をやっているところが結構あるそうで
す。

8/16 火 
 
夏休み九州に行ってきました。

8/15 月 
 

主人の実家のお仏壇を拝みに孫５人連れて行ってきました。
突然の訪問に、迎えてくれた主人のお姉さんは、うれしそうでした。
子供たちもいつもと違った雰囲気に大喜び。１歳のきょうちゃんは木魚がすっかりお気に入りで「叩き続け」ていました。

●国民融合を目指す部落問題全国会議から、２０億裁判のコメントの送付依頼があり、送りました。

●終戦記念日宣伝。王寺駅で行いました。王寺町幡野美智子、小山郁子町議、河合町馬場千恵子町議、南口芳江前町
議。桑原まりさんらと共に宣伝しました。今日は3・11にお亡くなりになった沢山の方々の初盆でもありました。
二度と戦争を繰り返してはならないと言う新たな決意の日となりました。

8/14 日 
 

次女が家族で帰省して来ました。
いつ来ても何か日程が入って落ち着かないのですが、久しぶりにゆっくり過ごす事が出来ました。
 みんなで外食をしました。

ページトップへ

8/13 土 
 

今日からお盆
長女の家族はみんなで帰省。明日次女が帰ってきます。
部屋の片付けと整理。
夫と２人で、映画を見てきました。ツリーオブライフ、とても難しいテーマです。
　ブラッドピット主演、何時もとまったく違う厳格なお父さんの役柄。正直に生きたら他人に利用される。富と名声を得て幸
せになろうとすればするほど厳しい父親から子供が離れて行ってしまう。会社が突然倒産して、家族が１番大切だと気が
つきます。

8/12 金 
 
●河合町教育委員会で教科書採択があると言うので傍聴に行ってきました。事前に傍聴の申し込みを提出。４名でした。
　県が参考資料として、それぞれの教科書についての特徴をまとめたものを作成して採択基準として参考にしています。
 ９教科.66種類。ここで全てに共通するのは言語活動の充実が疑われています。

　また実際に教科書を使う現場の先生たちもよく調査をして教科代表の先生から意見を聞く機会もあったようです。全県
をブロックに分けていますが、北葛城郡４町は第１７ブロック。ブロックで同じ教科書を使うことが決まっています。
 また広陵町の図書館に展示して17名の意見があったと言う事でその特徴も報告、事前に個人や団体から提出された意
見や要望も紹介されました。３件出されていたようです。教育委員さんには66冊の教科書全て事前に届けられ、よく各自
検討されての今回の委員会でした。

　国語と書写が、これまで別の会社のものが使われて居ました、今回同じところにすることで国語の教科との関連性もあ
り変更になりました。

　歴史については内容が豊か、背景の世界史が充実していて、広い視野が持てる。世界遺産や先人の取り組み、人権・
環境・平和など自ら考えるように構成されているのが採択の理由。公民は基礎的内容が分かり易く、用語・図・グラフ・写

エディのやさいば
たけ
 ごちそうだよねず
み君
 絵本２冊買って
きました



真など充実、知識や判断力を養う、小胆原野プレゼンテーションなど、日本が世界に提案できる価値、世界で活躍すると
ころを見据えて公正されているということが理由で、心配していた侵略戦争美化の育鵬社、自由社教科書は採択されま
せんでした。

●日刊赤旗が１部増えました。

●葬儀に参列。元同僚でいつも選挙のときにみっちゃんパンフを書いていただくＮさんのお父さんがお亡くなりになりまし
た。 ９０歳です。心からご冥福をお祈りいたします。

・・・・・住民票が手続きしないのに勝手に変更されていたとの事。監査請求を進めました。

・・・・・会社をリストラされて、また相談に乗って欲しいとの事。

●２０億の裁判資料について

●関西広域連合議会について調査。8月19日徳島で開催されますが、35名の傍聴で抽選とのこと。ネットで同時配信され
ることが分かりました。徳島に行こうかと思いましたが、ネット傍聴にしようと思います。

●コーラスの練習　９月３日まほろば音楽祭までもうすぐです。

●お通夜に参列　いつも応援いただいた方のご主人がお亡くなりになりました。心からのご冥福をお祈りいたします。

8/11 木 
 

今日で被災から５ヶ月目。今だに避難所生活を強いられ、行方不明者の捜索が続いている。菅総理が退陣を表明。
　岡田氏が８月初めに特例公債法案を通さなければ政党助成金は廃止すると言っていました。その後の展開は、自民公
明民主の大連合が事実上始まっています。
 いざ政権与党が政党をコントロールする時に使うのが、政党助成金だという正体が、とても国民の前に分かり易く示され
ました。そこまで言うのなら、廃止するのは当然です。

●豆山の郷号お試し体験会に行ってきました。河合診療所友の会でもっと買い物や通院に便利なコミュニティバスになら
ないかと言う事で、どのように走っているか乗ってみようと今回の企画となったものです。
豆山の郷の食堂キャロットは、障害者団体に委託しています。お昼のお弁当を注文しておいて、ここで昼食。とてもおいし
いお弁当でした。

　河合町では豆山の郷という福祉施設が出来てから、ここを町内の方に利用して頂こうと言う事で、各大字から豆山に来
て貰うのに、バスを走らせた経緯があります。10人乗りワゴン車、１台を２名の運転手さんが交代でを町内きめ細かく走ら
せています。月曜日と祭日・年末・年始以外はみな走っていて年間利用者が9,387人、無料です。

　私も１時に豆山を出発して、西大和ニュータウンを回って１時２４分役場到着のバスに乗せて頂きました。役場で住民福
祉課の方から豆山郷についての説明を伺いました。現在どこの支援もなく全て町費で賄っているそうです。買い物や医療
機関になると、当初の目的と違ってきているので、今どのようなあり方が良いのかを検討中との事。
　ニチイの前に止めると地元業者から役場が、バスを出して大型店に運ぶという声も出てくるので難しいところ。車両のリ
ース代金316,260円、燃料費606,264円、人件費1,972,000円　合計2,894,524円です

　以前は高田から法隆寺のバスがあって、これが廃止され、沿線の住民は移動手段を失いとても困っています。
　課長さんも言われていましたが、過疎地域では困っている事が分かり支援も得られるが、都市部にあって高齢化が進
み、中途半端なところになっているが困っているのは同じです。
　移動の自由は基本的人権です。奈良県の大きな課題です。

 豆山の郷号の前
で

8/10 水 
 

　久しぶりに五位堂から近鉄で奈良に行きました。奈良線に乗ったら電車の中の広告すべて、同じデザインの赤と白の
広告。熊の可愛いぬいぐるみでクリスマスのような雰囲気でしたが、よく見ると奈良県の児童虐待キャンペーンの広告で
した。泣いている熊、怪我をして包帯を巻いている熊、夜外に一人で出されている熊。汚れている熊。あなたの周りにこん
な子供がいませんか。お電話くださいと子ども家庭センターの電話番号が書かれていました。
　とてもよく出来ているのに感心し思わず写真を撮りました。
　西大寺の駅の構内のお店や奈良駅構内のお店など、お土産などチェック。学生さんでも買える様な300円台のお菓子
やグッズがあり、見ていても楽しいものでした。
　奈良のたいやき「ののさまやき」と言うのも見つけました。食べた人に話を聞いたら、おいしいけれど大仏様の形で頭か
ら食べるのに少し抵抗があるとか。何か呪文を唱えながら食べると願い事が叶うと言う様なアイデアがあればもっと商品
価値が上がるのではなかと思います。最近どうしたら奈良を光らすことが出来るのかを考えている事に気がつきます。
　奈良は今、,燈火会が始まっていて、文化会館前の芝生には陶器で出来た沢山の火をともす、器が並んでいました。

●広域行政調査特別委員会で井戸知事と懇談するためバスで兵庫県庁まで行ってきました。前もって準備した質問項目
に回答して頂き、さらに質問すると言うやり方。私は「関西広域連合となっていますが、島根、徳島を含んでいる。関西と
はどの範囲を想定されているのか。奈良は呼びかけられているが、もっと地域を広げる予定はあるのか？」と質問。井戸
知事は、関西という考え方は非常にファジー。政令市は加入を検討すると言っているが、これ以上、エリアを広げるとは
想定していない。

　出入りは自由なのかと言う質問では、連合の加入は規約があり簡単に出ることは出来ない。ただ７つの部会がありそ
れの出入りは、全会一致の原則でやっているので一致できないものは加入しなくてもよい。と言うご意見でした。

　井戸知事の印象としては、とても穏やかな雰囲気の方で、肩に力を入れず分かり易く説明して頂けたと思います。お話
の中では被災地の思いなど、自ら震災を経験された知事ならではの心配りを感じました。

　その後、防災の担当の方からお話を聞きました。カウンターパートナーというやり方で継続支援を続けていることは分か
りましたが、以前から気になっていた消防や警察の組織を使って、国から緊急の指令が降りて全国から被災地救援に行
きますが、広域連合の場合はどの様なの関わりになるのか。広域連合を通じて各県の消防や警察に連絡するのか伺い
ましたが、緊急時の国の指令は同じ。
　現地での国との調整はどうかという別の議員の質問には国との調整はしていないと言うことでした。

　今回の懇談で感じたのは、広域連合の考えは、国の地方分権の受け皿が出来た。だから権限委譲が出来るのではな
いか、これまで地方分権と言いながら国は何もしてこなかった。それを地方から作って来たと言う事が印象的でした。
　受け皿と言っても近畿経済産業局の場合は、奈良・福井が含まれます。鳥取は中国経済産業局、徳島は四国経済産
業局となりますのでこれを官界広域連合で受けるとどのようになるのかなど疑問があります。
　いずれにしても、今日の懇談について良く議員間の協議をして共通認識にして行く事が必要です。

 児童虐待キャン
ペーン広告。電車
の中

 陶器のランプ

8/9 火 
 

長崎に原爆が投下されて66回目の慰霊祭が行われました。広島・長崎と二度と被爆者を出さないと誓った日本が、なぜ
福島を生んでしまったのでしょうかと問いかけていました。市長の挨拶も、被爆者の訴えも、響くものがありました。

●食肉流通センターの牛の競りを見学に行って来ました。冷蔵庫の中で行うためジャンバーを貸して頂き、長靴を履いて
階段になっている競りを座って見学。今日はいつもより多い35頭がかけられました。
　横には35頭の牛が縦に２つに割られたものが連れられて順番になると正面に回ってきます。

　正面の電光掲示板で牛肉の種類や格付けなどが紹介されると、それによって最初の競りで買うかどうか決められま
す。1,000円からと言うと1,001円で落札。と次々に1,954円が最高でした。安いものは101円と言うものもあって。釣ってある
牛を見ているだけでは何が高くて安いのかさっぱり分かりませんでした。競りと言うので色々と掛け合って値段が上がっ
て行くのかと思っていましたが、一人が入れたらそれで決定です。１０分ほどで終了しました。
　外には冷蔵者が横付けになっていて買い上げたものを引き取って行ったり、ここで保管して置くものもあるそうです。

●９の日行動、王寺駅で核兵器廃絶と原発ゼロの署名を頂きました。学生さんが署名を書いてくれました。私の顔を見て
「共産党がやっているんですね。」と確認して署名してくれた人が「名前を変えたらもっと伸びると思う」と貴重なご意見を
言ってくれました。継続は力です。署名の後は、ほっと一息コーナーで手作りの美味しいチョコレートケーキを頂きました。



8/8 月 
 
●五位堂駅前早朝宣伝、八尾議員と一緒に。赤旗日刊新聞の見本を配布。いつものビラより受け取りが良い様に感じま
した。家族で旅行に行かれる方がいつもテレビで見ています。がんばってくださいと声をかけてくれました。

●最低賃金問題で調査、奈良県691円、大阪779円、京都749円。雇用戦略対話の賃金目標は出来るだけ早期に全国一
律800円の確保、景気状況に配慮しつつ全国平均1,000円を目指すとしています。
　差額補填制度がないかを調べたら業務改善助成金が４月から国が、最低賃金700円を下回る県にある中小企業にた
いして４年以内に800円以上に引き上げる計画を策定、業務改善計画を策定する、４０円以上に賃金引上げ、実施、業務
改善の実施をすれば経費の２分の１、上限100万円まで助成すると言うものです。奈良労働局に聞いたらこれまでの申請
はたった１件とのことでした。
色々活用できるものは活用し、最低賃金を引き上げることは急務の課題だと思います。

●葛城北民主商工会と共産党議員との懇談会。選挙以後始めての懇談会となりました。新事務局長の下で若返りが進ん
でいます。いま民主商工会に寄せられる相談は、震災以後、仕事がなくなった。国保料金の滞納の差し押さえの通知が
来て、財産状況を記入する用紙が役場より届けられた。など大変です。

　業者青年の実態調査も取り組まれ、来月には結果が纏まるとのこと。
　議員の方からは各地の議会報告。住民からは水道の故障や家屋の修理で飛び込み業者などに依頼して高い料金を請
求されたなどがあり、安心して紹介できる業者さんを紹介してもらえたら助かる。
　奈良県でインターネットを活用してネット販売の営業利益を伸ばすノウハウを援助する制度が出来ており、そのようなこ
とも大いに活用をと紹介させて頂きました。

●山田議員と入党のお誘い。長年がんばって来てくれた方でしたが、定年をきっかけに離れていた方にもう一度一緒に力
を貸してくださいという懇談をさせて頂きました。長い人生色々ありますが、みんなで力を合わせて行く事で、前に進んで
行けたら良いと思います。
　
　72年ぶりの米の先物取引が関西の証券取引で始まったと言うニュースを聞きました。主食の米を投機の対称にするこ
とは間違っています。原発事故による放射能汚染を国民が心配している矢先のこのやり方にJＡも反対しているそうです
が当然です。

8/7 日 
 

●新聞の集金
●畜産農家の方のご意見を聞かせて頂きました。食肉センターについては話は聞いているとのこと、現在は他県に販売さ
れているそうです。奈良県の場合、大和牛と言うブランドがありますが、そこに加盟するのに一定の金額が必要で、誰で
も加入させてもらえない。南部の酪農家は大和峰牛と言う別の銘柄で大阪で販売されているそうです。
　県内の老朽化していた５箇所の屠場を１箇所に近代化する目的で作られたため、業者が持ってきた牛を自分で持ち帰
るじか割りが、多くて屠畜の数に比べて競りにかけるものが限られ、品物が少ないため競り売りにならず、価格も奈良は
他より安いとのこと。
　Aの５級・４級・３級までが大和牛となっていますが、３級に入れば山和牛として認めても良いのではないかと言われて
いました。
　畜産農家は数は減っていますが、頭数は増えているようです。現在放射能の影響で価格も下がり、大変になっていると
の事でした。死亡牛は徳島に持っていって処理をしているが、そのコストが段々上がって来ている。
　食肉センターは今のままであれば、利用者が限られていて、酪農家のほうはあまり影響は受けない様に思うが、むしろ
肉屋のほうが困るのではないか。消費者から見た場合はどうか。など
　貴重なご意見を伺うことが出来ました。全国１屠畜数が少なかった和歌山は閉鎖されたそうです。奈良はワースト２と
か。
　開かれた運営で多くの牛が来るようになり、民主的な運営で改善できれば新たな道が開けるかも知れません。県は廃
止も含めて今年度中に結論を出すと言っています。もう少し色々調査を進めたいと思います。

●昨日、入党の呼びかけを行っていた方を訪問。沢田県委員長の熱心な働きかけで、これまでも何度も断られていた方
が入党してくれました。共産党に厳しいご意見を持っています。このようなご意見こそ前進に繋がると思いました。

ももちゃんが６歳
になりました

ページトップへ

8/6 土 
 

●広島に原爆が投下されて６６年。８月６日は父の２３回目の命日でもあります。

●香芝お話ローソクの会のお話当番でした。
 プログラムは絵本「あらまっ」　小学館　おばあちゃんのところにお泊りに行ったパトリックが、ベッドが無いと言えばおば
あちゃんが木を切ってベッドを作る。枕・毛布・ぬいぐるみ、何でも作ってしまうスーパーおばあちゃんとパトリックの面白
いお話です。

「すみれ島」特攻隊のお話です。偕成社こどもたちが、すみれを摘んで特攻隊に届けます。そのすみれで相撲をした特攻
隊員のあどけなさ。ふるさとやお母さんを思い出していただろうと思える。毛布の中のすみれの良い匂い、出撃命令で飛
び立つ直前のお礼状が学校に届きます。戦争を伝えるお話として私のもち話になっています。

 「とびうおのぼうやは病気です」　金の星社　ビキニの水爆実験の時の死の灰をかぶったとびうおのお話です。

「小さな祈り」汐文社から原子爆弾という小学３年の女の子の原爆詩を紹介。
最後は折り紙手品をしました。

｛折り紙手品｝誠文堂新光社　「折り紙にあなをあけてくぐってみせます」と言うと子供たちは興味津々。ちょっと失敗しまし
たが、何とか潜り抜けました。メビウスの輪も興味を持って観てくれました。

　本には知らないことが沢山書いてあります。10人の子供達でしたが、何かを感じ取って貰えたら嬉しく思います。
 久々のお話会、楽しませて貰いました。

●広陵町支部・読者会　原発の紙芝居をさせて頂きました。

●地区常任会議

8/5 金 
 

●県議団会議　 9月議会の打ち合わせ

●中学校給食について調査、奈良県では7割の学校で実施していますが、奈良市、郡山市、大和高田市、香芝市、広陵
町、安堵町、田原本町の7行政区では未実施。中学生の生徒数では57%の子供が中学校給食を食べています。

●エネルギー問題で、兵庫県の宮田議員から資料を送って頂きました。
　平成23年度、関電有価証券報告書によれば、認可最大出力からみて水力は23.5％、火力48.5％原子力が28％、新エ
ネルギーが0.02％に対して、実際の発電の構成比は水力11.5％　火力37.5％、原子力50.9％新エネルギーが0.1％、いか
に原子力に依存しているかが良く分かります。

●コーラス、発声練習　9月3日まほろば音楽祭までもうすぐです。

●健生会友の会、会員さんが今日、１万人を突破しました。松尾会長から電話を頂きました。よかったです。

●お話会の準備、明日のお話当番です。香芝図書館で3時からやります。ぜひどうぞ

8/4 木 
 
●奈良県革新懇で福井に「もんじゅ」の視察に行って来ました。日帰りでバスツアー。若狭の海はコバルトブルーで澄み切
っていてとても美しい海で海水浴の人がいっぱいでした。
　

　そのすぐ横にそびえているのが「高速増殖炉もんじゅ」です。見学は前もって申し込んでいた人が身分証明書を提出し
て、許可書をもらい許されます。
　3ミリほどの小さなペレットひとつで4人家族の4日間のエネルギーを供給できるとか。恐るべきエネルギーです。他の資
源は枯渇しますが、ウランやプルトニウムをリサイクルして使用するので資源のリサイクルが可能です。ウランは資源で
枯渇しますが、核燃料サイクルで数百年にわたって利用できます。環境にやさしく、ここの説明を聞いていたらすごいエネ
ルギーだと思います。



　 「もんじゅ」本体に近づくには更に向こうが準備したバスに乗り換え、撮影は一切禁止で見学バルコニーから説明を聞
きました.。
　総工費5900億円と聞きました。想定された津波の高さは5.3メートル。人間の手に負えないものを増殖していく施設とは
大変危険なものであると感じました。

●その後、明通寺という若狭のお寺に移動。小浜市の市会議員、福井の佐藤県議や中嶌哲演住職さんからこの間の戦
いの報告などお話を伺いました。40年前から反対を行って来たそうです。この40年で若狭の原発の労働者述べ45人が被
爆。原発は地域格差と貧富の格差の上に成り立っている。15基のうち８基が30年以上の老朽炉、浜岡原発に次で危険だ
と言われているのが若狭です。もう止めようではありませんか？と言う訴えは心に届きました。原発を止める取り組みは
新たな国づくりの取り組みだと感じました。

8/3 水 
 

●ホームページ、日記の見直し。
●国民融合を目指す部落問題奈良県会議と奈良県人権施策課、人権教育課との懇談会を行いました。
　これは会の申し入れを行ったところ県の担当課が受けてくれて実現できたものです。
　長年、部落解放同盟言いなりできた県行政から見ると大きな変化です。10時から12時まで2時間の懇談でしたが、大変
貴重な意見交換をすることが出来ました。
　西野代表幹事が挨拶、国民融合奈良県会議が一昨年実施した県下の市町村の同和行政に関するアンケートは、個人
施策はほとんど廃止された事が確認された。全国的に大きく評価され、今、全国でアンケートが取り組まれているそうで
す。
　奈良県会議は1976年に結成、差別がなくなる状態とはの考えを述べました。

　環境改善が進んだ事は共通認識でしたが、差別が意識の中にあるので啓発が必要と言う県との認識のずれも明らか
になりました。
　行政は私人間の差別事称を問題にするのではなく、公権力の人権侵害を取り上げるべき。なかまの副読本に変えて新
たな教材を作成中との事で、そこには労働者の働く権利や子供の人権などを入れる必要がある。など率直な意見が出さ
れました。

●王寺駅の公共交通システムを幹線交通委員会で視察。地元と言うことで参加しました。
 3時40分王寺駅の予定が渋滞に巻き込まれて、到着が遅れ、喫茶店に入っていたら、熱中症で介助してもらったと言う
82歳の男性が来られて、色々話を聞かせて頂きました。

●生活相談
●新聞の集金

8/2 火 
 

●佐味田川駅前早朝宣伝　馬場議員と共に・・・ ホームから女の子の集団が手を振ってくれました。
●高田土木事務所管内の共産党の議員団と、高田土木事務所との始めての懇談会が実現しました。その時々に住民の
要望を届ける事は行っていましたが、事業全体を共通認識にすることが必要ではないか考え、要請したところ実現したも
のです。
　はじめに県のプランや計画を説明していただき、具体的に事業内容を聞かせて頂きました。その後、各地の要望や意
見を出し合いました。

●４民商合同の収支内訳書返還が、葛城税務署で行われました。
　駐車場に入ると、建物には入らないようにという、県の職員と、毎年要望をするのに中に入れないと言うのはなぜなの
かと言い合っていました。「10年間続けていて毎年玄関口で手渡している」「雨も降りそうで何時までもこの様にしていたら
時間が掛かるだけ」と要請して、返還して来ました。
　参加された民商の方々は、「震災でお金が要るのに、この様な物を送ってくるのは、もったいない」「嫌がらせは止める
べき」など意見が出されていました。

ハル君がアルプス子ども会から無事帰宅して来ました。ちょっとたくましく、なったかな。

8/1 月 
 

●昨日帰ると生活相談をした人が、お饅頭を届けてくれていました。 朝からお礼の訪問、日曜版1部
●王寺町幡野議員と訪問、日曜版1部
●広陵町山田議員と訪問、日刊紙2部、ご主人の入院中、毎日病院に行く交通費が大変で、何とかバスをと要望を受け
ました。
●地区委員会から電話で新聞のお願い。日曜版3部増えました。

●川上村の塩谷議員から太陽光発電の奈良県の助成金が、5月で使ってしまい無くなったと聞いたが、調べて欲しいと
依
頼がありま した。

福島市会議員選挙で日本共産党は4名全員当選です。住民が減り投票率が下がった中で票も得票率も増やしての当選
は快挙です。
日本共産党の89周年記念講演、志位委員長の報告を聞きました。
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